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まちづくり活動組織準備会からの報告 

 

1．平成 22 年度 検討経過報告  

まちづくり活動組織準備会では、組織として取り組む意義を整理した上で、テーマ・活動案の選定を

行った。 

 

① まちづくり活動組織として取組む意義の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② テーマ・活動案の選定 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．平成 23 年度 検討体制 

今年度、活動内容の具体化検討にあたっては、準備会の下部組織としてワーキングを設置

し、活動内容、体制、資金等の検討を進め、実施計画を立案する。 
 

① 準備会での検討体制 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ② 「まちづくり活動組織準備会」から「まちづくり活動組織」の立ち上げ、本格始動へ 
 

まちづくり活動組織の設立に必要な事項の検討・決定 
[会則] 体制、費用負担 等 
[活動] 具体の活動内容、活動の担い手 等 
[資金] 資金計画 等 

Ａ. エキサイトよこはま２２の実現につながる長期的ビジョンのもと、持続的取組みが必要なもの 

 

Ｂ．組織で取組むことで、効果が期待できるもの 

① 地区の共通課題を解決できるもの       

② 街の新たな魅力を創出できるもの     

③ 既存の取組みをまち全体の活動に発展できるもの  

④ 規制の緩和など地域実情を踏まえた独自ルールの創設につながるもの 

⑤ 人員や費用面の負担を軽減できるもの 

 

Ｃ．過年度より検討してきているもの 

◎ 防犯対策・防犯パトロール（平成 22 年 10 月 12 日実施）

◎ 放置自転車対策 
○ 地域防災の取組検討（防災情報ツール等の設置） 
◎ 工事期間中の街の活性化対策 
○ 外国人向けインフォメーション機能充実 
◎ 水面利用によるまちの活性化対策の検討 
○ イルミネーション事業 
◎ 公共空間の利活用 
※街のルールについては、各活動を検討する中で随時検討 

テーマ① 安全・治安       
 
 
テーマ② 街の情報発信       
 
テーマ③ 街の魅力創出        
 
テーマ④ 街のルールづくり    
 
テーマ⑤ 実態分析・ニーズ把握 

◎項目は早期検討・取組 ○項目は中長期検討  

 

準備会進行役（東西振興協議会） 

事務局：横浜市   

準備会（決定組織）  

ワーキング（活動組織）   

アドバイザー：小林教授 
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ワーキングメンバー（準備会メンバー）  
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・ 活動を実施することを前提としたワーキングを設置 
・ ワーキングの運営は、必要に応じてテーマごとに、関連の深い組織や企業

及び大学等が中心となって行う。 
・ 活動実施計画の立案（内容、体制、資金等） 
・ 持続的取組みの展開やルール案等を検討し、準備会へ報告 

検討依頼 
報告 
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